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１．生産基盤の維持拡大並びに長雨・日照不足・細菌病や商流等を起因とする農家経営支援対策費�（単位：円）
助成基準 農家経営支援対策費

経済部
飼料 配合飼料購入者に購入量１tにつき1,000円 36,000,000

粗飼料 粗飼料の供給分に対し１t当り1,000円 2,500,000

営農部

茶 商流の変化に伴う価格低下対策として
　　　　　一番茶~三番茶の出荷量１㎏当り10円 1,000,000

甘藷 基腐れ病・根茎腐敗病対策として出荷量１㎏当り1円 9,500,000

馬鈴薯 晩霜と長雨による疫病発生対策　~　種子代10a当り4,000円 5,000,000

追 加 支 援 計 ① 54,000,000

２．既に決定済の農家経営支援対策費� （単位：円）

助成基準 農家経営支援対策費

畜産部
酪農
和牛生産
肥育牛

酪農乳用牛素牛育成支援対策 5,270,000

BL清浄化対策（雌子牛検査料負担） 3,300,000

都城産種雄牛造成推進事業（生産奨励） 1,250,000

都城産種雄牛造成推進事業（肥育導入） 1,920,000

和牛共進会出品牛（二等賞）保留事業　…　再延長 650,000

和牛共進会出品牛（二等賞）保留事業　…　再々延長 2,650,000

畜産部計② 15,040,000

経済部

飼料作用肥料 BB肥料等飼料作用肥料（８月・12月実施）のキャンペーン
特別価格で販売 15,178,500

露地園芸用
オリジナルマルチ 令和４年12月までの予約注文分に対し特別価格で販売 10,843,000

軽油・重油 農繁期供給分に対し値引きを実施
（春季：軽油５円、秋季：軽油10円、冬季：重油７円） 20,324,600

経 済 部 計 ③ 46,346,100

営農部 園芸
露地園芸の面積拡大支援 320,000

園芸振興対策事業 5,203,000

営 農 部 計 ④ 5,523,000

合 計 ①+②+③+④= 120,909,100

令和５年度　ＪＡ都城独自農家支援
【総額で約１億２千万円】

　ＪＡ都城が、令和５年度に行った独自農家支援は下記のとおりです。
　飼料や資材など生産コストが上昇する一方、生産物に価格転嫁することが難しい状況が続いています。Ｊ
Ａ都城は、生産基盤を維持、拡大するため、今後も積極的に支援に取り組みます。

農家経営支援対策費の支出について
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宮
崎
県
の
家
畜
改
良
事
業
団
は
２
月

16
日
、
都
城
産
種
雄
牛
「
桃
白
鵬
」
の

精
液
（
ス
ト
ロ
ー
）
の
供
給
本
数
が

５
万
本
を
越
え
た
こ
と
対
し
、
生
産
者

で
あ
る
坂
下
浩
二
さ
ん
（
山
田
町
在

住
）
へ
感
謝
状
の
贈
呈
を
し
ま
し
た
。

　
桃
白
鵬
（
白
鵬
85
の
３
×
秀
菊
良
×

福
之
国
）
は
、
令
和
４
年
に
誕
生
し
た

種
雄
牛
で
現
場
後
代
検
定
で
は
、
平
均

Ｂ
Ｍ
Ｓ
が
驚
異
の
11
・
１
と
い
う
記
録

を
出
し
、
県
内
の
種
雄
牛
と
し
て
生
産

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
牛
で
、
今

回
精
液
の
供
給
本
数
が
５
万
本
を
達
成

し
ま
し
た
。

　
都
城
産
種
雄
牛
の
精
液
で
５
万
本
を

達
成
し
た
種
雄
牛
は
、
過
去
50
年
で

「
菊
正
」「
勝
平
正
」
の
２
頭
し
か
お
ら

ず
、
今
回
の
桃
白
鵬
で
３
頭
目
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
、
感
謝
状

を
受
け
た
坂
下
さ

ん
は
「
ま
さ
か
５

万
本
い
く
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
こ

れ
も
Ｊ
Ａ
や
事
業

団
を
始
め
と
す
る

多
く
の
関
係
者
の

お
か
け
で
あ
る
た

め
、
感
謝
し
た
い
。

今
後
も
肥
育
農
家

が
喜
ん
で
く
れ
る

牛
の
生
産
に
力
を

入
れ
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

　
都
城
地
域
は
こ

れ
ま
で
も
、
農
業

産
出
額
で
全
国
１

位
と
な
っ
た
際
、
畜
産
部
門
が
８
割
を

占
め
る
ほ
ど
の
畜
産
地
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
、
新
た
な
種
雄
牛
と
し
て

「
孔
明
桜
」
も
誕
生
す
る
な
ど
、
今
後

も
同
地
域
の
畜
産
の
発
展
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※�写真説明は、氏名・最終勤務部署を表記しています。定年退職者紹介
今までありがとうございました！ 　３月29日に定年退職者辞令交付式が行われ、本

年度10人が３月31日をもって退職いたしました。
　組合員の皆様には、長い間お世話になりました。

営農部

中
西
　
忠
美（
な
か
に
し　
た
だ
み
）

経済部　葬祭事業課

池
澤
　
妙
子（
い
け
ざ
わ　
た
え
こ
）

金融共済部

若
木
　
秀
人（
わ
か
き　
ひ
で
と
）

営農部　園芸課

山
下
　
明
美（
や
ま
し
た　
あ
け
み
）

総合企画室

鴇
　
　
一
美（
と
き　
か
ず
み
）

経済部　葬祭事業課

二
見
　
綾
子（
ふ
た
み　
あ
や
こ
）

三股支所

堂
村
　
　
旭（
ど
う
む
ら　
あ
き
ら
）

総合企画室
経営管理課

有
村
　
厚
子（
あ
り
む
ら　
あ
つ
こ
）

営農企画室

山
下
　
健
一（
や
ま
し
た　
け
ん
い
ち
）

経済部　農機自動車課

西
　
　
安
子（
に
し　
や
す
こ
）

桃白鵬生産者の
坂下さんへ 感謝状贈呈
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Ｊ
Ａ
都
城
い
ち
ご
専
門
部
会
は
２
月

20
日
、
都
城
市
役
所
を
訪
れ
、
宮
崎
県

認
証
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
で
あ
る
「
み
や

ざ
き
フ
レ
ッ
シ
ュ
い
ち
ご
」
を
池
田
宜

永
市
長
に
贈
呈
、
出
来
栄
え
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

い
ち
ご
」
３
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
あ
た

り
２
５
０
ｇ
×
４
パ
ッ
ク
入
り
）
を
贈

り
ま
し
た
。

　
今
年
産
の
い
ち
ご
は
、
例
年
に
比
べ

生
育
が
遅
れ
た
も
の
の
、
暖
冬
の
影
響

も
あ
り
、
寒
暖
差
が
大
き
か
っ
た
こ
と

か
ら
糖
度
も
高
く
、
大
玉
が
多
い
そ
う

で
す
。

　
妙
清
俊
文
部
会
長
は
「
地
元
の

人
に
も
っ
と
食
べ
て
も
ら
い
、
都

城
産
い
ち
ご
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
い
ち
ご
部
会
は
、
県
内
で
２

番
目
と
な
る
生
産
量
を
誇
り
、
出

荷
時
期
で
あ
る
11
月
か
ら
５
月
ま

で
の
間
、
月
に
１
回
、
部
会
員
そ

れ
ぞ
れ
が
栽
培
し
た
い
ち
ご
を
持

ち
寄
り
、
食
味
、
艶
、
品
質
等
の

検
査
を
行
い
、
部
会
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
管
内
で
は
、
23
戸
が
３
・
８
ha

で
い
ち
ご
を
栽
培
。
管
内
の
Ｊ
Ａ

直
売
所
や
地
元
市
場
、
広
島
市
場
、

神
戸
市
場
な
ど
を
中
心
に
、
５
月

ま
で
に
約
１
５
６
ｔ
を
出
荷
す
る

予
定
で
す
。

　
き
ん
か
ん
生
産
部
会
は
２
月
21
日
、
都
城
市
役
所
を

訪
れ
、
宮
崎
県
認
証
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
で
、
出
荷
最
盛

期
を
迎
え
て
い
る
完
熟
キ
ン
カ
ン
「
た
ま
た
ま
」
を
池

田
宜
永
市
長
に
贈
呈
、
出
来
栄
え
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
南
茂
博
部
会
長
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
ら
合
わ
せ

て
３
人
が
訪
問
。
み
や
ざ
き
ブ
ラ
ン
ド
の
「
た
ま
た

ま
」
の
中
で
も
最
上
級
品
で
あ
る
「
た
ま
た
ま
エ
ク
セ

レ
ン
ト
」
１
ケ
ー
ス
（
１
㎏
、
40
玉
入
）
を
贈
り
ま
し

た
。
た
ま
た
ま
エ
ク
セ
レ
ン
ト
は
直
径
３
・
２
㎝
以
上
、

糖
度
18
度
以
上
、
傷
が
な
く
形
が
良
い
と
い
う
条
件
を

満
た
さ
な
ね
ば
な
ら
な
い
一
握
り
の
き
ん
か
ん
で
す
。

　
南
部
会
長
は
「
今
年
は
例
年
以
上
に
果
皮
糖
度
が
高

く
、
程
よ
い
酸
味
の
も
の
が
で
き
て
い
る
。
お
い
し
い

き
ん
か
ん
が
で
き
て
い
る
た
め
、
多
く
の
人
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
試
食
し
た
池
田
市
長

は
「
今
年
産
の
は
甘
味
が
強
い
。
そ
の
後
、
酸
味
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
味
と

都
城
市
長
に

い
ち
ご
を
贈
呈

都城市長に完熟キンカン
「たまたまエクセレント」

を贈呈

な
っ
て
い
る
」
と
食
し
た
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
キ

ン
カ
ン
栽
培
が
始
ま
り
30

年
を
迎
え
ま
す
。
５
戸
が

３
・
３
ha
で
栽
培
。
管
内
の

Ｊ
Ａ
直
売
所
や
道
の
駅
、
広

島
県
市
場
、
京
都
市
場
な
ど

を
中
心
に
４
月
上
旬
ま
で
に

約
59
ｔ
（
前
年
比
＋
６
ｔ
）

を
出
荷
す
る
予
定
で
す
。
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Ｊ
Ａ
都
城
女
性
部
は
２
月
28
日
、
北

部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
第
49
回
Ｊ
Ａ
都
城

女
性
部
通
常
総
会
を
、
４
年
ぶ
り
に
規

模
縮
小
を
行
わ
ず
に
開
催
し
ま
し
た
。

式
に
は
１
０
１
人
が
出
席
し
、
57
人
は

委
任
状
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
２
０
２
３
年
度
の
活
動

報
告
と
し
て
「
女
性
部
組
織
の
強
化
と

活
性
化
」、「
生
活
を
守
る
運
動
の
推

進
」、「
健
康
管
理
活
動
の
推
進
」、「
高

齢
者
福
祉
活
動
の
推
進
」、「
朝
霧
の
里

み
や
こ
ん
じ
ょ
加
工
品
販
売
促
進
の
展

開
」
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
２
０
２
４
年
度
活
動
計
画
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
協
の
「
Ｊ
Ａ
女
性　

想
い
を
ひ
と
つ
に　

か
な
え
よ
う
夢
」

の
最
終
年
度
と
し
て
の
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
、
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
国
産
国
消
・
地
産
地
消
に
よ
る

仲
間
づ
く
り
」
を
重
点
活
動
と
し
て
定

め
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
と
し
て
、
坂
元
伸
子
部

長
が
「
令
和
５
年
度
は
様
々
な
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県
域
後

も
活
動
の
目
的
、
方
針
を
定
め
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
明
る
い
活
動
が
で
き

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
南
支
部
の
大
村
照
子

さ
ん
が
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
読
み
上

げ
、
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
都
城
青
年
部
は
３
月
12
日
、
本
所
で
第

49
回
Ｊ
Ａ
都
城
青
年
部
通
常
代
議
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
式
に
は
支
部
長
・
代
議
員
27
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
と
し
て
、
東
大
介
部
長
が
「
農

業
の
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
今
こ

そ
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
ろ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
代
議
員
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告

や
決
算
報
告
、
令
和
６
年
度
の
活
動
方
針
や
事

業
計
画
・
収
支
予
算
案
の
３
議

案
が
上
程
さ
れ
、
全
て
の
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、
現
在
10
支
部

１
３
２
人
が
在
籍
し
て
お
り
、

各
地
区
の
園
児
や
小
学
生
、
中

学
生
を
対
象
と
し
た
田
植
え
、

稲
刈
り
、
芋
掘
り
体
験
な
ど
を

毎
年
開
催
し
て
お
り
、
食
の
あ

り
方
、
農
の
あ
り
方
、
命
の
尊

さ
を
学
ぶ
食
農
教
育
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
食

農
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

女
性
部
通
常
総
会

青
年
部
通
常
代
議
員
会
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Ｊ
Ａ
都
城
夏
秋

ピ
ー
マ
ン
専
門
部

会
は
、
２
月
27
日
、

都
城
市
内
の
ホ
テ

ル
で
全
員
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
産
の

販
売
実
績
な
ど
が

報
告
さ
れ
、
共
励

会
や
部
会
の
重
点

項
目
、
普
及
セ
ン

タ
ー
か
ら
講
師
を

招
い
て
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
に
先
立
ち
、

令
和
５
年
産
の
共

励
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
１
０
０
０
㎡
当
た
り
の
販
売
金
額

上
位
で
あ
っ
た
山
之
口
支
部
の
坂
元
一
志
さ
ん
が
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
戸
越
一
郎
部
会
長
は
「
ま
だ
ま
だ
当
部
会
は
部
会
員
数
が

少
な
い
た
め
、
会
員
数
を
増
や
し
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
令
和
５
年
産
実
績
は
、
部
会
員
７
戸
、
販
売
数

量
34
・
５
ｔ
、
販
売
金
額
１
千
５
百
万
円
で
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略
、（
　
）
は
支
部
名
。

【
個
人
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
＝
坂
元
一
志
（
山
之
口
）

▽
優
秀
賞
＝ 

安
藤
利
美
（
高
城
）、
山
田
美
香
（
庄
内
）

▽
努
力
賞
＝
坂
元
一
志
（
山
之
口
）

▽
宮
崎
県
経
済
連
会
長
賞
＝
安
藤
利
美
（
高
城
）

▽
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
崎
組
合
長
賞
＝
山
田
美
香
（
庄
内
）

　
都
城
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
改

良
協
議
会
は

都
城
地
域
家

畜
市
場
で
、

乳
用
牛
の
資

質
向
上
な
ど

を
目
的
に
、

第
11
回
都
城

地
域
Ｂ
＆
Ｗ

シ
ョ
ウ
を
開

催
し
ま
し
た
。

管
内
か
ら
出

場
し
た
育
成

牛
（
第
１
類
～
４
類
）、
経
産
牛
（
第
５
類
～
７
類
）
合
わ
せ

て
51
頭
の
中
か
ら
、
第
７
類
（
経
産
牛
の
部　
４
歳
以
上
ク
ラ

ス
）
の
南
部
酪
農
の
今
山
陽
一
さ
ん
出
品
の
「
グ
ロ
ー
リ
ー
ナ

ウ　
Ｆ　
テ
ド　
マ
ダ
ム　
ミ
ス
タ
ー
メ
リ
ツ
ク
」
号
が
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
基
準
の
月
齢
で
全
７
類
に
分
け
て
実
施
。
審
査
員

を
務
め
た
大
分
県
酪
農
業
協
同
組
合
酪
農
部
生
産
課
の
木
村
連

太
朗
氏
は
、
一
頭
一
頭
見
回
し
、
発
育
具
合
や
乳
房
の
形
、
骨

格
構
造
の
正
確
性
な
ど
を
厳
正
に
審
査

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
育
成
牛
の
中
で
最
も
優
秀
な

牛
が
選
ば
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
は
、
都
城
農
業
高
校
出
品
の
「
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｏ　
ア
ー
テ
イ
ー　
Ｓ
Ｋ　
ポ
ム

ポ
ム　
Ｒ
Ｅ
Ｄ
」
号
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
シ
ョ
ウ
の
間
に
は
、
管
内
で
次

世
代
の
酪
農
を
担
う
子
供
た
ち
の
出
品

に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ョ
ウ
マ
ン
や
、

来
賓
、
出
品
者
、
来
場
者
で
優
等
賞
の

見
極
め
を
す
る
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
研
修
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
類
の
優
等
主
席
生
産
者
は
次
の
と

お
り
。
敬
称
略
、（
　
）
は
支
部
名
。

▽
第
１
類
＝
高
鍋
農
業
高
校
（
高
校
）

▽
第
２
類
＝
高
鍋
農
業
高
校
（
高
校
）

▽
第
３
類
＝
都
城
農
業
高
校
（
高
校
）

▽
第
４
類
＝
都
城
農
業
高
校
（
高
校
）

▽
第
５
類
＝
八
木
涼
太
（
南
酪
）

▽
第
６
類
＝
田
中
武
志
（
山
之
口
）

▽
第
７
類
＝
今
山
陽
一
（
南
酪
）

夏
秋
ピ
ー
マ
ン
専
門
部
会

全
員
研
修
会

乳用牛の資質向上を図って
第11回Ｂ＆Ｗショウ開催
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地
域
探
訪

地
域
探
訪

中岳ダム・
大淀川源流点

安久支店管内

　
今
回
は
安
久
支
店
の
地
域
探
訪
。「
中

岳
ダ
ム
、
大
淀
川
源
流
点
（
安
久
町
）」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

都
城
市
安
久
町
石
原
地
区
。
こ
こ
に

は
、
鹿
児
島
県
曽
於
市
と
の
県
境
に
位

置
し
、
今
も
な
お
豊
富
な
水
資
源
を
蓄

え
る
中
岳
ダ
ム
と
、
宮
崎
県
と
鹿
児
島

県
を
流
れ
る
宮
崎
県
を
代
表
す
る
河

川
・
大
淀
川
の
源
流
が
存
在
し
ま
す
。

　

中
岳
ダ
ム
は
、
九
州
農
政
局
が
管
理

す
る
灌
漑
用
水
専
用
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ダ
ム
で
す
。
こ

の
ダ
ム
は
、
鹿
児

島
県
大
隅
半
島
東

部
の
シ
ラ
ス
台
地

に
あ
る
畑
地
に
灌

漑
用
水
を
供
給
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
農
業

に
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。

　

中
岳
ダ
ム
の

型
式
は
ロ
ッ
ク

フ
ィ
ル
と
い
う
岩

石
や
土
砂
を
積
み

上
げ
て
建
設
す

る
型
式
の
ダ
ム
で
、
内
部
は
、
中
心
部

を
粘
土
・
そ
の
両
脇
を
砂
や
砂
利
・
外

郭
部
を
岩
石
で
覆
う
三
層
五
重
に
分
か

れ
た
構
造
を
も
ち
ま
す
。
中
心
部
の
粘

土
質
は
コ
ア
材
（
遮
水
壁
）
と
も
呼
ば

れ
、
こ
の
コ
ア
材
が
水
を
せ
き
止
め
ま

す
。
そ
の
両
面
に
砂
や
砂
利
か
ら
な
る

フ
ィ
ル
タ
ー
材
が
積
ま
れ
、
コ
ア
が
崩

れ
な
い
よ
う
に
支
え
、
さ
ら
に
そ
の
外

側
に
岩
を
敷
き
詰
め
た
ロ
ッ
ク
材
を
幅

広
く
積
み
、
コ
ア
と
フ
ィ
ル
タ
ー
を
支

え
ま
す
。

　

中
岳
ダ
ム
に
は
、
見
学
者
用
の
駐
車

場
や
展
望
所
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
ダ
ム
を
見
な
が
ら
の
ん
び
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　　

ま
た
、
ダ

ム
よ
り
近
い

と
こ
ろ
に
大

淀
川
の
源
流

が
あ
り
ま
す
。

中
岳
ダ
ム
管

理
棟
前
の
道

路
を
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ

ど
進
み
、
さ
ら
に
車
を
降
り
て
か
ら
10

分
間
ほ
ど
自
然
豊
か
な
山
の
中
を
歩
く

と
、
石
で
出
来
た
高
さ
60
㎝
ぐ
ら
い
の

『
源
流
点
』
の
標
柱
が
、
林
の
中
に
見

え
て
き
ま
す
。

　

大
淀
川
水
系
に

は
、
本
流
を
含
め

て
１
３
３
本
の
河

川
が
あ
り
、
以
前

は
ど
こ
が
源
流
点

な
の
か
、
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
昭
和
61
年
に
河
川

法
に
基
づ
い
て
「
鹿
児
島
県
曽
於
市
末

吉
町
大
字
南
之
郷
字
市
林
百
十
林
班
リ

小
班
の
上
流
点
を
示
す
標
柱
」
と
決
め

ら
れ
ま
し
た
。
宮
崎
平
野
を
悠
然
と
流

れ
る
１
０
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
大
河

の
始
ま
り
は
、
こ
の
小
さ
な
一
筋
の
流

れ
だ
と
は
、
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
『
源
流
点
』
の
標
柱
ま
で
は
な
だ
ら

か
な
坂
道
な
の
で
、
晴
れ
た
日
に
、
鳥

の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
を
楽
し
む
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

安
久
町
に
い
ら
し
た
際
に
は
是
非
、

中
岳
ダ
ム
、
大
淀
川
源
流
点
を
訪
ね
て

み
て
く
だ
さ
い
。
日
常
の
喧
騒
を
離
れ
、

豊
か
な
時
間
が
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

◇中岳ダム・大淀川源流点 所在地：鹿児島県曽於市大字末吉町南之郷
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JAみやざき 都城地区本部 JAみやざき 都城地区本部 

オススメ中古農機オススメ中古農機

機種：エンジンセット動噴
型式：丸山（MSA413RC4）
希望価格：190,000円（税込）
特記事項：現状渡し(未整備）
　　　　　リモコン付き

機種：ブロードキャスト
型式：ビコン（PS805）
希望価格：800,000円（税込）
特記事項：未使用品

機種：ライムソワー
型式：タカキタ（LS1605）
希望価格：80,000円（税込）
特記事項：現状渡し(未整備）
　　　　　美品

機種：テッダー
型式：タカキタ（RT2610）
希望価格：150,000円（税込）
特記事項：現状渡し(未整備）
　　　　　美品

機種：テッダー
型式：タカキタ（RT2610）
希望価格：150,000円（税込）
特記事項：現状渡し(未整備）

⑪⑪ ⑩⑩

⑨⑨ ④④

⑥⑥機種：水田ハロー
型式：ニプロ（HS2010B-S）
希望価格：50,000円（税込）
特記事項：整備済
　　　　　４Sフレーム付

①①
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お問い合わせは農機自動車課まで！　TEL（0986）38－1267

機種：スライドモア
型式：フェリー（ZMTE1800）
希望価格：950,000円（税込）
特記事項：現状渡し(未整備）

機種：ミニホイールローダ
型式：コマツ（WA20）
希望価格：2,800,000円（税込）
特記事項：現状渡し(未整備）　　　
　　　　　グラブ無　美品

機種：コンバイン
型式：クボタ（ER217）
使用時間：131時間
希望価格：1,100,000円（税込）
特記事項：整備済

③③

⑤⑤

②②

　セット希望価格：800,000円（税込）
特記事項：現状渡し(未整備）　⑦、⑧セット

機種：ラップマシン
型式：IHIアグリテック
　　　（MWM1060W）

機種：ロールベーラ
型式：タカキタ
　　　（VC1171WX）

⑧⑧ ⑦⑦
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3月 せり市成績

和牛子牛� （３月15日〜17日）
項目

種別
売却平均
価格（円）

キロ当たり
単価（円）

平均体重
（㎏）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

メ ス 549,600 1,966 280 289 388
去 勢 642,927 2,102 304 287 515
平均・計 602,820 2,044 294 288 903

※最高価格…1,553,200円（メス）

乳子牛� （３月８日）
項目

種別
売却平均
価格（円）

平均体重
（㎏）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

ホルス
オス 46,933 98 66 18
メス 4,766 85 62 3

Ｆ１
オス 152,817 120 83 80
メス 114,414 115 85 75

体外ET
オス 192,866 172 143 3
メス 168,300 131 143 1

体内ET
オス 392,276 153 128 13
メス 363,323 151 132 17

肉牛枝肉� （東京・大阪・2市場平均）
格　付 Ａ5（5-2） Ａ4（4-2） Ａ3（3-2）

キロ単価（円） 2,309 1,970 1,846
前 月 比（円） －11 －22 －36

肉豚枝肉� （東京・横浜・さいたま・大阪・4市場平均）
格　付 上 中 並 外

平均価格（円） 516 492 449 416
前 月 比（円） －8 －4 －2 18

５月のせり日
乳 子 牛 和牛子牛

開催日 8日 16日〜18日

※�詳しい日程や、過去のセリ市成績は、下記
URLでご覧になれます。

https://miyakonojyo.ja-miyazaki.jp/seri/nittei/

4月 開 催 日：令和6年４月５日
出場頭数：32頭

チャンピオンコメント
　久しぶりのチャンピオン。牛の能力と仲
間のおかげ。日頃の飼養管理では牛の健
康に気を付けている。これからも健康で素
直な牛を育てていきたい。

チャンピオン

郡市和牛共進会

チャンピオンに輝いた「こいひめ」号と宮戸さん㊨と廣池指導員㊧

その他の優等牛生産者は次のとおり。
敬称略、（　）は支部名、父の血統名、母の父の血統名、母の祖父の血統名。

▷２席＝北園俊郎（山之口、桃白鵬、耕富士、華春福）	 ▷３席＝福島龍一（中央、桃白鵬、耕富士、勝平正）
▷４席＝尾崎新一（三股、桃白鵬、秀正実、耕富士）	 ▷５席＝満木一輝（梅北、耕富士、安福久、百合茂）
▷６席＝財部　修（五十市、白隆鵬、美穂国、忠富士）

宮戸 泰成さん
［高城支部管内］
名号：「こいひめ」号
日齢：285日、体重：293㎏
血統： 父「桃白鵬」、母の父「耕富士」、

母の祖父「美穂国」
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　川島家の宝物の楓翔くん。最近表情豊かに
なってきて、たくさん笑顔を見せてくれます。
　いつも笑顔を届けてくれる楓翔くんは、川島
家になくてはならない天使ちゃんです。これか
らも、元気いっぱい優しい子に育ってね！

　我が家の番猫レオ５歳です。家に誰かがやってきたり、外で騒がし
い音がすると、このようなポーズをします。特に外で野良猫がケンカ
をしていると、このポーズをした後、家の中を走り回って大変です。
はっきり言うと「やっせんぼの家猫」です。
　そんなレオですが、柳田家になくてはならない家族の一員です。い
つまでも長生きしてね！

高城支店管内
朋大さん、優佳さんの長男

川
かわ

島
しま

楓
ふう

翔
と

くん（５ヶ月）

五十市支店管内

柳
やなぎた

田 聖
せい

一
いち

さん宅

レオレオ（オス・5歳）（オス・5歳）

わんぱく天使

募集内容：ＪＡ都城広報誌「まど」の表紙への出演者
募集対象：ＪＡ都城の正組合員
応募方法：�出演希望の方は、ハガキまたはメールに広報誌「まど」表紙出演希望と記入し、併せて、氏名・住所・連絡先・経

営している品目名を明記した上で、ご応募ください。
お申込み先：●郵　送：〒885-0003　宮崎県都城市高木町6222番地1　ＪＡ都城　総務部総務課　広報担当
　　　　　�●メール：【宛先】ja-mado@miyakonojyo.ja-miyazaki.jp　【件名】まど表紙
お問い合わせ先：ＪＡみやざき�都城地区本部�総務部総務課�広報担当
　　　　　　　�TEL：0986-38-1111�メール：ja-mado@miyakonojyo.ja-miyazaki.jp

JA都城では、広報誌「まど」の表紙に出演していただける組合員を募集します。出演者募集に関する詳細は下記のとおりです。

広報誌 表紙写真
出演者募集

皆さんも「まど」の表紙に出演してみませんか？
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理事会報告（3月26日開催）

≪提案事項≫		
議案第１号　	令和６年度２ヶ月決算棚卸監査計画に

ついて
議案第２号　	令和６年度２ヶ月決算内部監査計画に

ついて
議案第３号　	県域ＪＡ本部に提出する事業実績につ

いて（旧：協同のあゆみ）
議案第４号　減損会計グルーピング変更について
議案第５号　合併準備積立金の取崩について
議案第６号　役員退職慰労金の支出について
議案第７号　	退任退職に伴う役職員増資の払い戻し

について
議案第８号　退任役員表彰について
議案第９号　出資口数の減口について
議案第１０号　固定資産取得増資規程の廃止について
議案第１１号　地区本部運営委員の報酬額について
議案第１２号　総代選挙管理者等の承認について
議案第１３号　株式の譲受について
議案第１４号　	県域ＪＡ設立に伴う就業時間及び営業

時間について
議案第１５号　令和６年度借入金の最高限度額について
議案第１６号　	都城市肉用牛肥育素牛供給事業に係る

資金（令和６年度）の借入について
議案第１７号　スーパーＬ資金貸出について
議案第１８号　共済契約者奨励措置要領の変更について
議案第１９号　	米穀共同計算基本要領の一部改正について

以上、１９議案が提案され、全議案が承認されました。

出席　理事 18人　監事６人
≪報告事項≫
１．令和５年度本決算監事監査意見書について
２．監査報告書について
３．令和６年度２ヶ月決算事務手続きについて
４．配当代わり金率について
５．地区本部における会議体の運営について
６．オフバランス債権回収状況について
７．地区本部代表者会運営要領について
８．都城地区本部役員報酬額について
９．県域ＪＡ役員一覧について
１０．朝礼実施要領の一部改正について
１１．令和６年度「満開キャンペーン」の発売につい
て

１２．令和６年２月末貯金実績について
１３．令和６年２月末余裕金について
１４．大口信用供与先の経営状況について
１５．金融機関貸付に対する貸出について
１６．令和６年２月末貸出金実績について
１７．令和５年１２月末経営指導農家の営農形態別負債
残高推移表について

１８．飼料情勢について
１９．	五十市給油所の営業時間変更について
２０．令和６年産米契約推進について
２１．野菜の販売状況について
２２．畜産情勢について

５月の行事予定
３日㈮	 憲法記念日

４日㈯	 みどりの日

５日㈰	 こどもの日

７日㈫	 郡市和牛共進会

８日㈬	 乳牛せり市

９日㈭	 フスマ即売会

１０日㈮	 成牛市

１３日㈪	 育成牛譲渡会

１６日㈭	 子牛せり市	
（～１８日）

２０日㈪	 成牛市

２４日㈮	 フスマ即売会

３０日㈭	 成牛市



男・女

所定の切手を
はってください。
又は

ＪＡの窓口へ

郵 便 は が き

都
城
市
高
木
町

六
二
二
二
番
地
一

J
A
み
や
ざ
き

　
都
城
地
区
本
部
総
務
課

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」係行き

8 8 5 0 0 0 3

13

キュウリ
追肥・水やりで長期収穫

�キ ュウリは食感と新鮮さが本命。家庭菜園なら実が少し
小さくても大きくなっても楽しめます。生育適温は日

中22～28度、夜間17、18度です。根は浅く張るため乾燥に
弱いので、水持ちが良く、有機物の多い畑が適します。
〔品種〕「VR夏すずみ」（タキイ種苗）はうどんこ病やべと病耐
病性で、ウイルス病にも強い品種。「よしなり」（サカタのタネ）
は、暑さ寒さに強く安定して長期間収穫でき、うどんこ病や
べと病に強いです。
〔苗作り〕植え付け時期から逆算しておよそ30日前に、加温
された9㎝ポリポットに3粒ずつ種まきします（図1）。発芽し
たら30度以上にならないように換気し、本葉1本の頃に間
引いて1本立ちにし、本葉4、5枚まで育苗します。加温育苗
しないときは、5月上旬から中旬ごろが種まき時期です。購
入苗はつる割れ病に強い接ぎ木苗を選びましょう。
〔畑の準備〕植え付け2週間前までに1㎡当たり苦土石灰
200gをまき、土と混ぜておきます。次に、1週間前に化成肥料
（NPK各成分10%）200g、堆肥2、3kgを予定した畝幅に散
布し、よく耕しておきます（図2）。土壌水分が適度のときにマ
ルチを張り、地温を上げておきます。
〔植え付け〕中間地では遅霜の心配がない5月上旬から中
旬、トンネル栽培の場合は4月中旬から下旬ごろが植え付け
時期です。栽植方法は、2条植えでは畝幅120㎝程度、条間
80～90㎝、株間60～70㎝にします（図3）。
〔誘引・摘心〕植え付け時は仮支柱を立て、ひもで緩く縛りま
す。次に、つるが伸びだす前に支柱を用意し、合掌式に支柱
を組みます。そして、支柱にキュウリネットを張り、つるをネッ
トに誘引します（図4）。親づる（主枝）の下から5、6葉までの
子づると雌花は、全て早めに摘み取ります。その後の子づ
る、孫づるは2葉を残して摘心し、親づるは支柱の高さで摘
心します（図5）。
〔摘葉・摘果〕黄化した下葉や病気の葉は随時摘葉し、曲がり果
などの変形果は小さいうちに摘果して、株の負担を軽くします。
〔追肥・水やり〕肥切れさせないように、収穫終了前まで2週
間ごとに追肥を続けます。1回目は果実が取れる頃に株の周
りに施し、軽く土と混合します。2回目以降は1㎡当たり化成
肥料30g程度を畝の肩に浅く溝を作って施し、薄く土をかけ
ます。キュウリは特に水分が必要で、畑が乾いていたら必ず
水やりをします。
〔病害虫防除〕べと病やうどんこ病は、登録農薬で防除しま
す。アブラムシは、粘着くん液剤などを散布します。
〔収穫〕長さ21、22㎝、重さ100～120gくらいが収穫適期
ですが、小さくてもモロキュウとして楽しめます。最盛期は朝
夕2回の収穫を心がけ、また草勢が弱ったときには若取りし
て株の負担を減らし回復を早めましょう。
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二重マスの文字をＡ→Eの順に並べてできる言葉は
何でしょうか？

春の陽気に誘われて、屋外で食事や
散歩をする事とは？

☟タテのカギ
①	 アルバイトの――試験を受けた
④	 黄色に黒いしま模様がある猛獣
⑥	 ご――の良い日にお越しください
⑦	 ケシ科の花、特にヒナゲシのこと
⑧	 味を感じ取ります
⑩	 沖縄では5月中に――入りすることが多いですね
⑪	 ゴールデンウイークのホテルは、――客で混雑
しそう

⑬	 魚偏に占と書く魚
⑭	 凸という字の音読みは
⑯	 早く実る稲は早稲（わせ）、遅いものは
⑰	 ポケットの中でチャリチャリと鳴ることも
⑲	 相撲の取組を数えるときに使う言葉
⑳	 衣服のしわをのばします

４月号
読者アンケート

　４月より県域ＪＡ
がスタートします。
春は新しいことを始
めるのに良い季節で
す。そこで、皆さん
が今年新しく始めた
ことを教えて下さい。

クロスワードパズル
の答え

お
便
り
イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

（
身
近
な
話
題
、
意
見
な
ど
）

※匿名希望の方はペンネームを（ ）
ご記入いただいた個人情報はプレゼント送付に利用します。

　広報誌「まど」では、皆さんのお便りをお待ちしています。身の回
りで起こった楽しいエピソード、我が子自慢、イラスト、便利な情報
など、何でも結構です。下のハガキか、お手持ちのハガキ、または
Ｅメールで、住所、氏名、電話番号を記入の上お送り下さい。
Ｅメールアドレスは、
 ja-mado@miyakonojyo.ja-miyazaki.jp です。

　お便り（アンケート・イラスト・クイズの答え）を
お送りいただいた方の中から、抽選で2名様にプレゼントを
ご用意しています。たくさんのお便りをお持ちしております。

ク ロ ス ワ ー ド
パ ズ ル 頭の体操

ヒント

1 6

D

13 16 19

2 11

E
3 8

9

B

14 20

7 12 17

4

A

10 18

5 15

C

お便り大募集

２月号当選者

応募期限
2024年
５月13日㈪

消印有効

☆ホノチャンマンさん（山田）・ペンギンさん（高崎）

☞ヨコのカギ
①	 陰暦の5月のこと
②	 棋聖、天元、本因坊といえば
③	 ワインやウイスキーはこれ
④	 話題となるような出来事
⑤	 ギョーザのたれに入れる辛い調味料
⑨	 指揮者が振るもの
⑪	 家臣が仕えます
⑫	 村下孝蔵のヒット曲。歌い出しの言葉は五月雨
（さみだれ）です

⑬	 目には――山ホトトギス初ガツオ（山口素堂）
⑮	 遠くの親類より近くの――
⑱	 1と−1の中間点

イラストコーナー

ペンギンさん（高崎）

３月号の
クイズの答え フ リ ー ジ ア
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◎地産地消教室
簡単イタリアン

5月22日㈬ 10：00～13：00
◉参加費2,500円 ◉定員16名

◎JA都城マンゴー生産部会協賛
完熟マンゴーで贅沢ロールケーキ

6月6日㈭ 10：00～13：00
◉参加費2,500円 ◉定員12名

◎手ごねパン教室
ベーグルサンド

５月２５日㈯・２８日㈫ 10：00～13：30
◉参加費各2,500円 ◉定員各12名

◎郷土料理教室
やわらか胸肉でチキン南蛮＆がね

5月16日㈭ 10：00～13：00
◉参加費2,500円 ◉定員16名

日
南
海
岸
へ
海
を
見
に
行
っ
た
り
、

美
味
し
い
お
店
へ
行
っ
た
り
し
ま

す
。（
魚
料
理
は
〝
び
び
ん
や
〟）

米
丸
さ
ん
（
安
久
）

道
の
駅
め
ぐ
り
で
す
。
大
隅
、
垂
水
、

桜
島
。
な
か
な
か
地
元
の
「
都
城

Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
」
に
は
、
辿
り
着
き
ま
せ
ん
。

招
き
猫
さ
ん
（
山
田
）

〈
高
千
穂
牧
場
〉

手
作
り
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
後
に
、

高
千
穂
牧
場
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
食
べ
、
ど
こ
で
も
ド
ア
の
場
所
で
写
真

を
撮
る
。Ｙ

Ｕ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｙ
Ｕ
さ
ん
（
五
十
市
）

〈
高
城
観
音
池
公
園
〉

温
泉
も
あ
る
し
、
一
日
中
遊
べ
ま
す
。

春
さ
ん
（
庄
内
）

２
月
中
旬
、
道
の
駅
「
酒
谷
」
へ
桜

を
見
に
行
き
ま
し
た
。「
伊
藤
小
室

桜
」
と
言
う
名
の
サ
ク
ラ
で
す
。
見
事
に

咲
い
て
い
ま
す
の
で
、
見
に
行
か
れ
て
み

て
は
。	

石
田
さ
ん
（
志
和
池
）

　

今
回
は
休
日
の「
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
」と
い
う

こ
と
で
、た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
お
出
か
け
に
最
適
な
季
節
に
な
り
ま

し
た
ね
。皆
様
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
お
す
す

め
ス
ポ
ッ
ト
、い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。是
非

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。	

（
中
）

※�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

お
便
り
を
ほ
ん
の
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

読
者
の
ま
ど

◎
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
「�

休
日
の
「
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
で
し
た
。

編
集
後
記

　

今
回
の
定
期
異
動
で
広
報
担
当
と
な
り
ま
し
た

中
原
と
申
し
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、４
月
１
日
よ
り
い
よ
い
よ『
宮
崎
県
農
業

協
同
組
合（
愛
称

：

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
）』が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。表
紙
の
ロ
ゴ
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

広
報
誌
の
名
称『
ま
ど
』は
変
わ
り
ま
せ
ん
。こ
れ

か
ら
も
地
域
の
話
題
や
情
報
な
ど
、組
合
員
の
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
誌
づ
く

り
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。引
き
続
き
の
ご

愛
読
を
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。	

（
中
）

レッスン
スケジュール

ククッッキキンンググススタタジジオオククッッキキンンググススタタジジオオククッッキキンンググススタタジジオオ
おおひひささままのの台台所所おひさまの台所

問い合わせ先／組織生活課 38-6698
（担当：加

か

々
が

美
み

）

直売所ATOM南部店に隣接する
“おひさまの台所クッキング
スタジオ美菜味”（みなみ）では、

毎月多彩なテーマで
料理教室を開催しております。

５月のスケジュールは、
右記の通りになっています。
ぜひ、ご参加ください。

※�お申し込みにあたって注意事項・新型コロナウイルス感染予防のため止むを得ず教
室を中止する場合がございます。お申し込みの際はお電話番号など記載漏れのな
いようにご注意ください。宜しくお願いいたします。

ケーキはお持ち帰り♪
軽食付き

対象：大人

対象：大人

対象：大人

対象：大人

締切
5/７

締切
5/１

締切
5/９

締切
5/２３



五十市SSの営業日変更のお知らせ五十市SSの営業日変更のお知らせ
１、変 更 内 容：日曜・祝日の営業を中止します。
２、変更開始日：令和６年４月７日（日曜日）より。
※ 現在の日曜・祝日営業SS（早鈴、沖水、庄内、有水、高崎、セルフ朝霧）につきましては、通常

営業致します。
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集
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印
刷
・
㈱
文
昌
堂

定休日のお知らせ

レストラン朝霧、直売所ATOM、直売所ATOM南部店 4月15月日・5月13月日


	2024年4月号まど_最終_0405_1
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